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要   旨：   ﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油の主な抗酸化成分の 1 つであるヒドロキシチロソール(3,4-

ジヒドロキシフェニルエタノール；HT)の生体利用効率を、我々は最近ヒトで 

実証した。 

特にこの化合物は、アテローム性動脈硬化プロセスに関連するリポタンパクに

存在し、主としてグルクロニド抱合体として尿に排泄されると、我々は報告した。 

本研究の目的は、ﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油摂取後のヒドロキシチロソールの代謝運命

をヒトで解明することである。 

ﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油投与後に、健康なボランティアの 24 時間の尿を集め、ヒドロ

キシチロソールおよびその代謝物のホモバニリンアルコール(HVA1c)およびホモ

バニリン酸(HVA)を確認して定量するために、ガスクロマトグラフィー質量分析

に供した。 

カテコールアミン分解に関与する酵素カテコール-O-メチルトランスフェラー

ゼの作用をこの化合物は受けて、HVA1c の排泄が高まると結果が示している。 

我々はまたHVA の有意な増加を認めたので、ヒトにおけるヒドロキシチロソ

ールおよび／またはHVA1c のエタノール残基の酸化を示した。 

両方の代謝物の排泄は、ヒドロキシチロソールの投与量と有意に相関した。 

 


